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(二)母 の イ メ ヂ

母 の イメヂを伴 う語 はmo七her以 外 に も直 接或 は 間接 の表 現 が種 々考 え られ

るわけで あるが、 これ らを代表 す る もの として、 ここではmo七her一 語だ け を
ユ 　 　

とり上 げて論ず ること とす る。 「草の葉 」に表 れ る皿〇七herは 総数94で あつ て

使 用例 を次 の如 く分 類 す る ことが出来 る。或 る語 の頻度が、作品申におけ るそ

の語 の惹 き起すイ メヂの重要性 と正 し く比例す るものでない ことは、 前 に も述

べ た通 りで あるが、 イメヂャリィの大要 を把 え る上において有力 な手掛 りを得 ら

れ ることは確かで あ るので、 一応その用例 度数 を添 える。現実 の母 とい うのは

描写的 なイメヂを与 える もので あつて54例 あ り、 ホ ィ 。 トマ ン 自身の 母 につい

ての場合 と、一般の場合 とが ある。比 喩 の 母 は40例 で あつ て、 それ らは単 に

physicalな 類 似 や比較 を もとと した もので はな く、 そのsoulを 主 と した場 合

が 多い 。例 えば後 述 アメ リカの項 の如 く、 アメ リカのsoulの 一 面 で あ る自由

が強 調 せ られて 、 自由=ア メ リカ=母 とな り、 ア メ リカ を通 じて 母が 自由の象

徴 とな る場合 もアメ リカρ項 に含 まれてい る。
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臼 他 に複 数のmothersが15例 あるが 、すべ て一 般 の母 を表わす 。
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(2)人 文 研 究 第十二輯

(1)現 貿 の 母 ホ イ ッ トマ ンの偉 大 さが生 れ るに至つた 要因につ

いて、 或 は遺伝或 は環境或 は霊 感等の諸説が あ り、従つて彼の身辺は久 しきに

わたつて丹念に洗 われてい る。 しか も現在 なおNewOrleans滞 在期 間 とか 、

「草 の葉 」第一版 及 び第 三 版 刊 行 直 前 の数年等については不明の点が残つてお

り、伝記作家を当惑 させた り或は創作 させ た りしてい る。

彼 は 「私 自身で も自分の真の生活が判 らぬのに、 伝記作家 とい う人 々が他人
ぎう

の生涯 を書 くな どとは」潜越 至極だ とい う意味の ことを うたつてい る。主観的

な詩人 として内的生 活が重大な意義 を もつてい るので あつ て、 外部 的な一生 の

記録 な どは問題 に していない とい う態度が首肯で きる。 身辺描写 は教祖 の尊厳

を害す ると全 じ理由で、殊更 に不明にしてあ るとだ け曲解す るのは酷 に過 ぎる

で あろ う。 た しかに非常 な親思いで あ り兄弟姉妹思いで ある彼が、そ の割には

わが 家の ことについて外部の人 に語 ることは好 まなかつたよ うで ある。 精神錯

乱 した兄 のほか に酒乱の弟 、 白痴 の末弟、不幸 の結婚 をした妹等 を もつた彼 、

青年詩人た る彼の野心 について全 く無関心 の家族 を もつた彼 が 家庭を語 らなか

つ たの も無理 がな い。 家族全員 の文学的無智が彼 の孤独癖 を強 めたことはた し

かであろ う。 それでは彼 の祖先 はど うで あろ うか。彼 の家系について は信拠 す

るに足 る伝記の最初 の もの としてBlissPerrア のMialtJ?Vhitman(1906)

が あげ られ て い るが 、 これ に よ る と彼 の祖 先 の優 秀 さ を 立 証 す る根 拠 が な

く、それ までの一切 のホイ ッ トマ ン神 話 は消 滅 す る。respec七ableで あ るが
る

undistinguishedで あつ た ことは た しか の よ うで あ る。

彼 は 「草の葉」 の中で

此所 で私は両親か ら生れ、 両親はまたその両親か ら、そのまた両親は全 じ
う

くその両親か ら、

ごう

私が母か ら生れ出 る前に代 々の人達が私を導いて くれた、

3.Mhen一 τReαdtゐeBook.

4.GayWilsonAllen:彫altE77httmα.nHa,ndbook,p.40.

5。SongofMγ5elf,§1.

6.Ibid.,§44.
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と歌 つ た 手 ま え、 無 関 心 で は 居 られ なか つ た と見 え 、 自 ら祖 先 の 系 図 を調 べ た

結 果 は 、16世 紀EnglandのAbijahWhitmanに 至 る ま で 遡 る こ とが 出 来

た 。 そ して このAbijahの 子Rov.Zechariahが1640年 か そ の 直 後 にTrue一

フ

LOve号 で ア メ リカ に渡 つ た もの と信 じた。 所が その牧師が子な しで あつ たこ

とが後 に判 明 したので現在一般 に信ぜ られてい るところは、 そのZechariah

もそ の前後 に は来 て はい るが 、前 記の船 で 来 た の は 弟 のJohnWhitmanで
　

あつ て マ サ チ ゴセ ッツ に 上 つ た こ と に な っ て い る 。 そ の後 次 第 に 南 下 し、

Connecticutを 経 てLongIslandに 渡 り、 ホ イットマ ンの 曽祖 父 の 時 代 に は

500エ ー ヵ 一 の大 農 場 と 奴 隷 を も持 つ て い た 。 父 のWalterの 職 は 農 業 で は あ る

ひ

がWal七 の生 れ た頃 は土地 な しに なつ て いて 、彼 が四才 の時には、 大工 とし

てBrooklinに 引越 して しまつ た 。 ホ イ ッ トマ ン家の家系か らは遺 伝 が 考 えら

れ るよ うな秀でた人物 は見当 らず、精 神 的 な活 動 を し た もの と して は 先 の

Zechariah牧 師 以 外 には挙 げ る ことが 出来 ない。併 しこの父系か らは立派 な体

格 と、不屈 の精神 、自由への熱情 を享けついだ と考 えられている。

母方の系統 はHollandか ら の 移 民 で あ つ て、 ホ イ 。 トマ ン の 外 祖 父 は
り

MajorCorneliusVanVelsorと い い 馬 匹 飼 養 者 兼 運 搬 業 、 そ の父 はGarre七

と い う名 で機 織 業 、 そ の 二 三 代 前 に ア メ リ カへ 渡 つ た もの と推 定 され て い る。

MajOrの 妻Amy(Naomi)が 熱 心 な クエ ー カt-・一教 徒 で あつ て そ の 娘Louisa

(ホ ィ 。トマ ンの 母)は 少 くと も家 庭 内 で は 母 と共 に ク エ ー カ ー 的 習 慣 に従 つ て

い た 。 こ の 母 の影 響 と して ホ イ ッ トマ ン に は ク エ ー カ ー 的 傾 向 が 強 い の で あ

る が 、彼 自 らそ の こ と に は 相 当 誇 りを 感 じ て い た よ うで あ る。Amyの 父 は

Cap七ainJohnWilliamで あ るが こ のCap七ainは 船 長 の 意 で あ つ て 「自己 の

まユ

歌 」 に 登 場 し て い る 。 ホ ・fットマ ン は 全 じ くLongIslandの 海 岸 に近 いCold

7.G.W.A】len,oP.cit・,P.11.

8.HenrySeidelCanby:MαltJYhitmαnαnAinerican,p.10.

9.ホ イットマ ンは最 初 父 の 名 に 因 んでWa】terと 命 名 さ れ た が 、 幼 少 の 頃 か ら

Waltと 呼 び慣 らされ て い た 。公 にWaltを 自 ら用 い た の は 「草 の 葉 」 第 二 版 か ら

で あ る。尤 も初 版 の 句 の 中 に は用 い て い る 。

10.Majorのtitleは 所 謂 民 兵 団 と して の もの で あ る 。 ◎
11.SongofMorself,§35.
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Springと い う村 に あつ た この母 の 実 家 を屡 々訪れて い る。 殊 に彼 が6才 か ら

15才 に至 る少 年期 に は再 々永逗 留 していた。 母その人はホ イ 。トマ ンへ の 多 く

の手紙 な どか ら学問的素養 はなか つたと判ぜ られてい るが、 しか しおお らかな

愛情 の濃い人柄 で家族の全員 を強 く掌握 していた。 　ヨ
WoU-bego七 七enandraisedbyaperfec七mother.

と歌 つ た言 葉が 、 正 し く当 る人で あつ たと考へ られ る。 この母の影響 の絶大で

あつた ことは、凡 ての批評 家の認 め る所で ある。 彼 の心の中 には、 この母が一

般 の母親 や家庭の主 婦 の典型 として理 想化 されていた。彼 が生涯独身 であつた
マき

事 については、性的理 由 もあると考 え られてい るが、 兎 に角その結婚で失つ た

空虚 を母へ の愛情で満た していたとの論 も肯つかれ る ものが ある。 終生楡 らぬ

母へ の愛着 は、 ホ イットマ ンが生涯持 ちつづ けた童心 驚異 を感 じ得 る稚心、

空想の翼 を拡 げ られ る若 さ一一 一の故で、 母は彼 に とつて不断の憧憬で あ り慰籍

で あつ た。1874年 発表 のPrayerofColumbusの 中 でaba七 七er'd,wreck,d

oldman(打 ちの め され た敗残 の一老 人)と してtiロ ム ブス に ことよせ て 自己

,一 一 一_亀

を歌つてい るの も、 その前年 の二月 に中風 に罹 つたことが主要 な原因で あろ う'

が 、更 に五 月 に母 を失 つ て意 気 とみに衰 えたため と考 え られ る。

このよ うな関係 にあ る母であ るが、 実際に 「草の葉 」の中に表 われ るのは割

合 に少 く12例 で あつ て 、 而 も特 に母 を テー一一一マ として歌 われた と見 るべ き詩は僅

かに一篇であ る。 晩年 自分の死期近 し と覚つた頃 になつて、数 多い作品 の申 に

母 に寄せ た歌のないとい う迂潤 さに気づいたかの如 く、特 に作 つ た もの で あ

る。

わが母 の思い出のために、神 と融 け合った母性 のために、

葬 られ去つた とは云え、まだ私か らは葬 られず消 え もせぬ彼女に対 し、

(私 はい ま な お活 き活 き と美 しい 静かな慈愛深い顔 をみ る、

私は棺の寝姿の傍 に坐 り、

棺の申 のや さしい懐 しい唇 、頬 、閉 じた眼に激 しく接 吻を繰 り返す 。)

12.Staアt`ng∫ アomPα ユtmanok,§1.

13.H,S.Canby,op.citゆppユ90,202.



ホイットマンのイメヂャリィ(二)(5)

大地 と、生 と、愛 とすべ て の うち で、私に とつて最善の、現実的 で しか も

L精 神的 な理想 の女性 で あ る彼 女 のため
に、

私が去 りゆ く前 に、 これ らの歌の申 に記 念の一行 を刻 みつけ、
　る

こ ～に墓碑 を建て る。

独立 した ものとしてはこれだけで あるが、 他の作品中の一節 として纒 まつた

母の イメヂを浮 き出 してい る ものがあ る。

さて今度は或 日私達が一緒に食事をとつていた時、母 が私 に話 され たこ

と、

それは母が古い屋敷に両親と住んでお られた娘の頃の話である。

或 日朝飯時に一人 のインヂヤンの女が屋敷へやつて来た、

背には椅子に入れ る藺草の束を荷つていた、

真直で光沢があり、粗 くて黒い房々とした彼女の髪は、 半ば顔を蔽 うてい

た、

歩 き振 りはのびやかで弾みがあ り、声は話すたびに美 しく響いた。

私の母はこの見知 らぬ人を喜びと驚 きをもつて眺めた、

母は彼女の活 き活 きした立派な顔 と、 よ く伸 びて しなやかな手足を眺め

た、.

見れば見 る程、母は彼女が好 きになつた、

こんなに素晴 らしい美 しさと清 らかさを見たことがなかった。

母は彼女を炉の脇柱に近い長椅子に坐 らせて、食事を作つて与えた、

母は彼女に与える仕事はなかつたが、思出と愛情を与えた。

土人の女は午前申いて、午後の半 ば頃立ち去つた、

14.AsαtThγP・rtalsAls・1)θatゐ 、
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あ あ、母 は彼 女 に去 られ るのを嫌がつた、

その一週間つつ と彼女の ことを思いつづけていた、 そして幾月 も彼女の来

'る の を心 待 ちに待 っ た、

母 はそれ か ら幾 冬 も幾夏 も彼女 を忘れなかつた、

併 しその土人の女 は二度 とやつて来 ることな く、 その辺 りで消息 も聞かれ
　お

な か つ た 。

これは情 け深かつた母 の性格 を窺 うのに恰好の作品であ るが、 ホイ 。 トマン

自身 の人懐 こい気質 に連 るものが あ るのを感 ずる。 この他に母だけ.を対 象 と し

て い るわ けで は ないが次 のよ うな句が ある。

晩年の感謝の言葉一一私の去 る前の感謝の言葉

貴重 な常 に心 にかか る思い出に対 し(懐 しい母 上 よ、 あな た につ い て、父
ら 　　

上 、 あな た に つ い て 、 兄 弟 、姉 妹 、 友 人 、 あ な た た ち に っ い て 、)

子守唄や聖歌 に きくわが母の声、

(そ の声 、 お お優 しいかず か ず の声、思い出 の懐 しい声、
　ア

奇蹟のなか の奇蹟、おお最愛 の母 の声、妹 の声、)

この他 に母 の挙 げ られ る場合 が あ るが 、 それは懐 か しき母 と して の印象 を主

とした ものでIJな く、 自己 の生誕 の事 実 に係 わ る ものであつて、前述 の 「完全
　 　

な 母 に よ つ て 健 や か に 産 ま れ … … 」 も、 「私 が 母 か ら生 れ 出 る 前 に … … 」 も そ

うで あ る が 、 更 に 次 の 如 く も 歌 つ て い る 。

15.TheSleepers,§6.

16,ThαnksinOldAge.

17.ProudMusic,§3.

18。Starting・fromPαumαnok,§3.

19.SongofMyself,§44.
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　ラ

私が母 の胎 内に孕 まれた とい うこと も素晴 しい ことだ、

この他 に母方 の昔の縁者 として老水夫Kossaboneの 臨 終 の様 子 を歌 つ た も
　ユ

のが あつて 、母 とい う語 も二 回出 るが、母 その ものの イメヂを伴 うものではな

い 。

次に一般 の母については、先づ通俗 の意味の母性愛がたたえられ る。

　ヨ

私は母親の胸に抱かれて眠つている幼児を見 る、

　ヨ

そ して母親 は注意 ぶか くくるんだわが児 と一緒 に眠 つてい る、

日向で草の上を飼い廻 る塑子のはしやぎ、
　

母親は油断な きそ の目を決 して彼 らか ら離 さない、

家にい る母は夕餉 の食卓 に静 かに皿を並べ る、

言葉 や さしい母 は、清 らか な頭 巾 と上衣 をつけて、 行 き摺 りに、そのか ら
　う

だや、着物 か らさわやか な匂い をふ りこぼす、

な どの如 く母の抱擁や心遣 いに表 れ る大 きな慈愛が称 え られてい るが、 これだ

けを以て 　う
AndIsay七hereisnothinggrea七erthan七hemo七herofmen.

「人 の 母 た る こ と以 上 に偉 大 な こ と は 他 に な い}と 云 う最 大 の讃 辞 が 生 れ た の

で は な い 。 宇 宙 に 濫 る生 産 の 力 、 性 に よ る増 殖 の 力 を 常 に 感 じて い る ホ イ ッ ト

マ ンが 、 母 な る もの の生 む 力 を た た え る こ と は 当 然 で あ ろ う。 「女 は 肉 体 の 門

　

で あ る 、 そ し て ま た 魂 の 門 で も あ る 」 と い う 女 人 礼 讃 も 、 霊 魂 の 個 性 化 す る 最

20,職 ・Leαrπ5MyLe550η5Complete.

21.OldSaltKossαbone.

22.!Mbホ ゐerαnd、8α6θ.

23.TheSleepers,§1.

24.SpontαneousMe.

25.ThereMasαChildIYentForth.

26.SongofMyself,§21.

27.1SゴngtheBodγElectric,§5.
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高 の 場 と考 え られ る 人 体 を生 む もの と して 、 即 ち 女 は 母 た るべ き こ と を 前 提 と

し て い るの で あ る。

She七 〇〇isno七 〇nIyherself,sheisthe七eemingmotherof

　
mothers.

の 句 が示 す通 り、 女 は 自分 だ けの ものではな く多 くの母親 たちを産 み出す 多産

の母親 なのであ る。母 を生産 、 豊饒 とい う意味の上か ら見 てい る事は、次 の比

喩の項へのわた りとして注意すべ きであ る。

(2)比 輪 の 母 〔母=ア メ リカ〕。 母 国 とい う言葉 が示 す とお り、

祖 国を母にた とえ ることは極 めて月並な現象 に過 ぎない。 ホイ ッ トマンに於 て

ももとよ りそ うい う通俗 な意味 に用いてい る場合 もあ るが、 多 くは アメ リカを

単 に国土 として見ず、 彼独 自の人 間的な見方 で扱つてい る。即 ち霊肉併せ もつ

もの として考え、 人 間 と全 じ く生成 発展の過程 を辿つてい ると見 る。人間 を歌

うのに霊魂を主 とす る場合 、 肉体 を主 とす る場合、その何れに も偏せ ず全体性

に於 て歌 う場合 とが あ るよ うに、 アメ リカについて も凡て の人、凡ての もの を

産 む母胎 ζして、 一切 の ものに とつ て霊 肉具現 の場 として、motherofallと

考 え られ る場 合が 多 いので あ るが、 そ の魂 を主 とす る場合 も、肉体即国土 を主

とした場合 もあ る。 アメ リカの魂 とえい ば、云 うまで もな くアメ リカ合 衆国存

在 の原理即 ち自由平 等 を基 とした民主主義 の理念で あ り、 そ こには必然的 な期

待 として進歩発達繁栄の理想が伴つてい る。 従つて アメ リカの魂の歌 も、 多 く

の場 合は この全要素 が含 まれてい るが 、 時には自由の面が強調 され 母=ア メ
む

つ カ=自 由 か ら進んで直接母=自 由の観を呈す る場合 もあり、時には生産繁
　

栄の面が強調 されてい る場 合 もあ る。

ホ イ ットマンは考 え る。広漠 た る大 陸に人種 の混交による健全な民族 を もつ

アメ リカは、 それ 自体 において既に誇 るべ き幾 多の美質 を持つてい る。 その上

28.Ibid.,§8.

1.例.Virginia-thepmest;Delica,teCluster.

2.例.SongoftheExposition;BγBlueOntario'sShore.



ホイットマンのイメヂャリィ(二)(g)

に 古 きアジ ア、 ヨー ロッパ の遺 産 で未だ用途 の明か きれぬままに残 つてい る貴

重 な素材が ある。 これ らを巧みに用いて独特 の建築 をな し遂 げなければな らな

いo お
TheseStatesare七heamplestpoem. る
工↓andoflandsandbardstocorrobora,七e?

実 に わ が 聯 邦 諸 州 は最 も豊 か な 詩 で あ る。 これ らの 諸 州 を 固 め て 、 国 家 申 の 国

家 を 確 証 せ しめ よ うと詩 人 を待 望 す る。

オンタリオ湖畔において私は幻霊に耳傾けた、

詩人達を求めるその声の高まるのを聞いた、

この国土に生れた雄大な彼 らによつて、彼 らによつてのみ これ らの諸州が

一国家としての緊密な有機体に溶けこむことが出来 るのだ。

文書や印鑑や強制によつて人を結んで も意味がない、

人体の四肢や植物の繊維の結び合のよ うに、生 きた一の原則の申に一切を

凝集す るものだけが人々を結び合せ る。

凡 ゆる民族と凡ゆる時代の うち、詩的素材に満ちた気質のこれ らの諸州 こ

そ、最 も詩人達を必要とし、そして最 も偉大なるものを有つべ きであ り、

最 も偉大な彼等を役立てねばならぬ、

彼 らの大統領たちも、彼 らの詩 人以上 に彼 らの審判者 となつてはな らな

い 。

(愛 の魂と情熱の言葉よ!

最低の深処を も貫 き、世界をくまなく見透す眼よ!

ああ、多産にしてすべてに充 ち充てる母よ、 しか も何 と永 く産まず不妊で

3.BorBlueOntario,5Shore,§5.

4.16id.,§6.
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お られたとことか、

これはByBlueOntario'sShore(1856発 表)の 第 九 節 で あ るが、 第一

行 は1870年 、 第 二行 並 に最 後 の三行 は1865年 の加筆 で あ る。従 つ て 「母 よ」 と

の呼びか け も南北戦争後の もので あつて、次 の諸例に見 る如 くこの詩の他の節

に表 れてい る全 じ意味の母 なる語 はすべて戦後 の加筆で ある。

(お お 「母 」 よ、 私 は あな た の考 えに忠実で なか っただろ うか

私 は生涯 を通 じて あなた とあなたの もの を私 の目の前に保つて来 なかつた
ら

だ ろ うか 。)

(抜 きは なつ た刀 を手 にす る厳 し き敏 き感覚 を有つ 「母」よ、
い

私は個人 と直接でなければ相手にならぬあなたを遂に見た。)

ただわが祖国のための詩人たちを私は喚び出す、

(戦 は終 り、戦場は片付けられたか ら、)

これか ら後は勝 ち誇つた前進の曲を奏るだろ う、

マ

おお、 「母」 よ、あなたの限 りな き期待 の魂 を楽 しませんために。

母子 の愛 を国家 とその構成因子 との間 に見よ うとす る考 えは、 他 の多 くの詩

篇に溢れてい る

「一切の母 」の子 らよ、君 らはやが て勝利 に輝 くで あろ う、
ど

君 らは更 に ま た 全 世 界 の攻 撃 を も嘲 笑 し去 るで あ ろ う。

と い う句 が あ るが 、 これ は初 め カ ラ マ ス 詩 群 の 第 五 番 と し て 出 た も の で 、 本

来 僚 友 愛 に よ る民 主 主 義 を強 調 し た 歌 で あ つ た 。 そ し て 現 在ForYouO

5.1bid・,§14.

6.1bia.,§15.

7.Ibid.,§20.

8.OVertheCarnageRo5ePrOPんeticαr・ice.



ホイ ントマンのイメヂ ャリィ(二)(⊥1)

Democracpt申 の初 句 を な して い るCome,Iwillmake七heContinen七

Indissoluble.も ともとこの詩 に入 つ て い たの で あつて、 諸州 を結ぶ ものは法

律 家の手にかかつ た紙上 の契約 や、 或 は武力で ある と期待 してはな らぬと説 い

てい る。 所が今 では この詩 はこれ らの土台の上に戦後「一切の母」なる観念が加

わつた作品 となつてい る。 全 じ く戦後最初 に発 表 され た ものの申 にPensive
　

onHerDeadGa2ingが あ る。憂 に沈 ん で彼 女 の 死 者 を 凝 視 め る 「一切

の母 」の声 を私は聞いた、 彼女 は忍 びやかに歩 きなが ら、戦場 を蔽 う屍体、千

切 れた肉体 をみつめて、悲 しみ に充 ちた声で大地に呼びか ける。

南部 のまた北部 の私の死者 を吸い尽せ 一 私の青年達の屍体 を吸い尽せ、

そ して彼 らの貴重 な貴重 な血潮 を、

今後幾世紀 も地表と草の目に見えぬ精 と香 りとの申に、

野を吹き来 る大気の中に、 私の愛す る者たちを再び私に返えし与 えよ、私

の不滅の勇士たちを、

彼 らを放 ち出せ、 年毎 に立ち返 るいとし き死 を、幾年 も幾世紀 もの後まで

も、

と英霊がいつ まで も生れ替つて、 祖国の栄 えを共 に頒つ よ うにと希つ てい る。

これは戦死者 に対す る感懐で あ るが 、 帰還勇士 に対 しての希い も次 の如 く表 れ

てい る。先づ 富で捻 り、 身にまと う衣裳 の如 く財宝 に包 まれ た 「母1を 想 う。

御 身 、 静 か な穀 倉 の幸 多 き 「主 婦」、

申央 に坐 して御 身の世界 を見下 し、 東 部 と西 部 を眺 めや る草原の 「女主

人」、

一語 を以て千里 の道 と百 万の農場を与 え
、 しか も何 ものを も失 うことな き

「天 の配剤 を司 る女性」、

御身一切 を享け容れ る もの一 御身寛容な るもの(御 身 は ただ神 の如 く寛

9.初 めDrum-Taps(1865)に 、現在はSongsofPartingに 属 している。
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容であ る、)

と豊 饒 な ア メ リカの 国土 を礼 讃 し、勇士 たちに向つては、

……君た ちの恐 ろ しい武器を棄て給 え

これか らは君達 には別の武器 と、南部 や北部の耕地が与 え られ る、
エユ

健 全 な戦 争 、 楽 しい 戦 争 、生 命 を 与 え る戦 争 と共 に 。

と平 和 の戦 い に挺 身 せ よ とす す め る。

そ の 勇 士 らの 働 き を 「一 切 の 母 」が 見 守 つ て い る。

IseewheretheMo七herofAI1,

Wi七hfull-spanningeyegazesfor七h,dwellslong, 　
Andcountsthevariedga七heringof七heproducts.

Toilonheroes!七 〇ilwe11!handle七heweaponswell1 　
TheMotherofAll,yethereasevershewa七chesyou.

この 行 の 次 のs七anzaはWel1-pleasedAmerica七houbeholdest,/Over

七hefieldsof七heWes七 七hosecrawlingmons七ersで 始 ま つ て い るが 、

MotherofAll=Americaの 関 係 が 明 白 に さ れ て い る。 そ して 近 代 化 さ れ た

農 業 機 械 を 駆 使 して 豊 か な収 穫 を あ げ る勇 士 の 姿 に 、 母 ア メ リ カ は 満 悦 の 態 で

あ る。

こ の 詩 の 申 に 於 て も近 代 科 学 の発 達 に 伴 う優 秀 な 農 耕 機 械 が 謳 わ れ て い る

が 、更 に この よ うな科 学 の著 しい 発 達 が 各 種 産 業 の 躍 進 を 招 来 し 、ア メ リ カ の 繁

栄 を確 固 不 動 の もの た ら し め た趣 を歌 つ た もの がSongoftheExPosition

(1871)で あ る。 これ は 同 年 九 月 にニ ユ ー ヨ ー クで 催 さ れ た 第40回 博 覧 会 の 開 会

式 に 諦 せ られ た もの で あ るが 、 後 に は 一 般 に 産 業 の 発 展 に 資 す る博 覧 会 へ の讃

歌 とな つ た 。

一 切 は あ な た の も の
、 お お 聖 な る合 衆 国 よ 、

10.TheRetωrnoL/7`ん ε 石reroes,§3.

11.1ろid・,§6.

12.1bid.,§7.

13.tろidり §8.



ホイ ットマ ンの イメヂ ャ リィ(二)

船 舶 、 農 園 、 店 舗 、 穀 倉 、 工 場 、 鉱 山 、

都 市 と州 、 北 部 と南 部 、 細 目 と集 積 、
14'!

畏 き 「母」よ私たちはすべてを挙げてあなたに献げる

とアメリカなる母に呼びかける。

私達は今 日我々の時代のために建設す るのだ

埃及の金字塔よ りも雄大な、

希騰羅馬の殿堂よ りも華麗な

ミランの彫像や、尖塔 のある大伽藍よ りも誇 りやかな、

ラインの古城の天主 閣よりも更に美 しきものを、

それ らの凡てを凌 ぐものを私達はこれか ら打建てよ うと計画するσ

あなたの偉大な伽藍 として墳墓などのない聖なる産業の伽藍 を、
コら

実用的 な発明の生活の ための天主 閣を、

この伽藍は どのよ うに ホイ ッ

中の よ うに浮ぶ ものは、 ・…

(13)

トマンの心に映つたか。 恰 も限覚めて見 る幻 の

・・これまで嘗て なかつた高 く美 し く広 き宮殿を囲ん

で、/史 上 の七 不 思議 を凌 ぐ地 上 の 近代的奇 観、/ガ ラ ス と鋼 の正面 を もち幾

階 に も重な りそびえる、/太 陽 と空 映 えて 、い と快 き色 に彩 られ る、/青 銅 色 、

薄 紫色 、緑 青色 、水 色 、そ して深紅色 、/そ れ らの金 色 の 屋 根 の 上 に翻 るあな

た の自由の旗、/そ の 下 に諸 州 の旗 と他 の 国 々 の旗、/こ れ らの 高 き美 し き一・
　　

群 だ けで な く、 よ り小 さ い 宮 殿 も集 り建 つ で あ ろ う。

と宏 壮 華 麗 な産 業 の 大 殿 堂 に は 人 間 生 活 を 推 進 向 上 させ る一 切 の 力 、 た だ に ア

メ リカ の み な らず 、 世 界 の す べ て の 労 働 者 の働 きが 展 示 き れ て い る、 と歌 い最

後 に

Whilewerehearseourmθasurelessweal七h,i七isfor七hee,dear

ユア

Mo七her.

14.Songo∫theExposition,§8 .

15.16i4.,§5.

16.Ibid.

17.1bid.,§9.
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と無 限 の富 を数 え あげ るの も愛す る 「母 」 よ御身 の起め、私 達 の歌 も御 身 の

elec七ric,spiri七ualsol11の ため で あ り、私 達 の 自由 はすべ て御身の うちにあ

る、私達の生命 その ものも御身の うちにあ ると結んでい る。

このmo七herがtitleと して用 い られ た もの が あ る。ThouMotherwith

thyEqualBroodで あ るが 、 そ こで は個 々の諸 州 を 結 ぶ 多彩 な鎖、永遠 に

続 く独立国家のπめの種子 を播 こ うと歌い、彼が理 想の真 の合衆国の完成せ る

姿 を想 う。 「私 は自分 の求 め る家への道な らしをす る。 併 し家その もの は後 の
お

世 の人達のために遺す。」とい う有名な句 もこうした未来への望みを表わして

い る。 そ こでは永い歴史によつて準備された素材が ここに集められて、科学に

道徳に文芸に溌刺 とした新 らしい世界が建設 される。彼はアメリカを或は自由

の翼をひろげた逞 しい鳥が歓びに溢れ、宏漠たる空間を天高 く翔け昇 る姿にた
り 　

とえ る。 或 は旧 世界の知 力の後続者 として完熟せ る林檎 にた とえる。 こ うした

母 の胎 内か ら偉大な る嬰児達が続 々と生 れ出 る。 偉大な る芸術家、教育家、学

者、伝導者 の生 れ出 ることを予言す る。 現在 に抑 え られぬ未来が この子 らによ

る彪大 な生長 、 比類 な き飛躍 となつて表 れ ると夢み る。 この詩 の中に も 「一切

の 「母 」を用い、

(To七hyimmor七albreas七s,_Mo七herofAII,七hyeverydaugh七er,
　 ほ

son,endear'dalike,foreverequal,)

と 等 し く愛 され 永 遠 に平 等 で あ る娘 や 息 子 を胸 に し た 「一 切 の 母 」 が 画 か れ て

い る 。 これ と 全 じ イ メ ヂ ャリィはAmerica,(1888)に も表 れ て い る 。

平 等 の娘 た ち 、 平 等 の息 子 た ち の 中 心 、

成 年 も未 成 年 も、 若 き も老 い た る も、

強 き も、 豊 か な る も、 美 し き も、 忍 耐 強 き も、 有 能 の もの も、 富 め る もの

も、 凡 て は 等 し く愛 せ られ て い る、

大 地 と共 に 、 自 由 、 法 則 、 愛 と 共 に 窮 ま りな く、

18.Tんo乙 品1レfotん θrωi診 ゐthyEqUCtl石Prood,§1.

19.Tbid.,§2.

20.∫6id.,§3.

21.16id.,§5.



ホイットマンのイメヂャリィ(二)(15)

気 品 あ り思慮 深 く、聾 えて高 く坐せ る御 「母 」は

永劫 の 「時 」の只中 に在ます。

と不壊 な る 「時 」 と結 ばれて、 母 な るアメ リカの永遠性が謳 われてい るのであ

る。なお一切の母 の表現 は彼 の残す る前年 ノ91年作OldChantsに も表 れて

い る。 わが新 世界 が負 うてい る数 え切 れない多 くの負債 の中で、 恐 らく最 大の

負債 は、昔 の詩歌 に負 うもの であろ う、 徒 らに拒 否排撃 す ることな く、過去 の

詩聖に耳傾 け るべ きで あ ると謙虚 な態度 を示 してい る詩で あるが、 そ こで も母

国 をMotherofA11と 呼 び か けて い る。

ホ イ 。 トマ ンの 散文に もこの 「母 」の ■メヂが、 屡 々表 れ るがその著 しい も

のはDemocraticVistasの 結論 に あ る 「聖 な る母 、 ア メ リカ」で あ ろ う。

物心 両界に亘つてあ らゆる未来 の上 構 えを荷つ て永遠 の時 をすすみゆ く均斉 の

とれた民主主義 の具象 と見てい る。

アメ リカ以外 に も 「母1が 表 わす場 合 の あ る ことは 前 掲表 の通 りで あるが今

回 は省略 ずる。

(≡…)夜 の イ メ ヂ

　

夜は眠 りや死 や星辰 とな らんで、霊 魂の最愛 のテーマの一つで あ ると、ホイッ

トマ ン自 ら歌 つてい る。 従つて夜とい う語 も屡 々表 れるわけであ るが、夜だけ

を中心主題 としてい る場合は殆 ん どな く、 大方の夜は脇役的 存在 であ る。併 し

これ を欠 いては主題 の気分 を作 り出す雰 囲 気 が 保 た れ ないために、 夜はその

.si七ua七ionの 重 要 な要 素 となっ て い る場合 が 多い。 魂 とか生命 とか死 とかい う

神秘的な テーマが 多いのであ るか ら、 自然 これ らの背景或 は附 随の条件 として

闇 を伴 う夜が考 え られるわけで あつて、 彼が黙示 を受 け るとして好んで歌 う星

辰 も、夜空な しには効果が期待で きないのであ る。

このよ うな神秘的なsi七uationの 醸成 者 と して の媒介 的 な役 目が 多いため、

夜 自身が比喩的 な イメヂとして活 躍す る場合は極 めて稀 れであつて、 その少 な

1.∠ 望ClearMidni召 」ゐt.
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い比喩的なイメヂ も大部分は直喩的なものとなつてい る。

夜は死 と結ばれて考えられやすいが、 「草の葉」 の初期第一二版にはその例

がな く、寧ろ反対に生成発展の根元たる性 と結ばれて 「女」と見 られ、次いで

その抱擁力を主 として 「母」 と見 られる。第三版以後に死を思 う場 として表わ

れ、最後には老令が夜にたとえられるよ うにな り、新たな生までの憩いの場で

あると同時に完熟せ る叡智にもとつ く洞察力の根源 とも考えられている。

初版か ら表われてい る作品で夜の語 を多く含 むものは 「自己の歌」 と 「眠 る

人 々」であるが、先づ前者について夜を辿つて見 る。 「私は男性の詩人たると

同時に女性の詩人である、/そ して男であることと同様、女であることは偉大

であると私は云 う、/そ して人 の母たること以上に偉大なことは他にはないと
　

私は言 う。/私 は膨脹の歌を唄 うのだ、」 と叫んで肉感的な大地や、裸で身を

任す海の愛撫を讃 えるのであるが、 この大地 と海を包む夜については、

「私はやさしく更けゆ く夜 と共に歩 く男だ、

私は夜に半ば包 まれた大地や海に呼びかける。

胸 も露わな夜 よ、そ ば近 く寄 りそ え 一一一ひた と寄 りそ えよ、 魅力 あ り滋 味

多 き夜 よ、

南風 の夜 よ一 一大い なる星のい くつか見ゆ る夜 よ、
お

絶えず うなつ く夜よ 狂わしげな裸の夏の夜よ。

と愛の交流を助ける背景 として、 こうした愛欲 の情念を駆 りたてる要因 として

夜が考 えられている。夜の神秘性、そ の抱擁 力 に富 む活力源が考えられてい

る。 全じ趣は、

(接触に優 るもの又劣 るものがあろ うか。)

論理や説教は決 して人を納得 させぬ、
4

夜 の湿 りが よ り深 く私の魂 に泌み入 る。

2.Songo!Mpγselノ 「,§21.

3.lbid.

4.乃`d.,30.
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と歌 い、 夜 の神秘 性 に包 ま れ た接触 に一切 の真理が包蔵 されてい ると説 く。

「眠 る人 々」 に於 て も夜は全 じ く活力源であるが、眠 りによ る回復力に主眼が
ら

置かれてい る。病 人で も負傷者で も 「夜は彼 らに滲 み透 り彼 らを覆い包 む」の

で あ るが、彼 らばか りでな く罪人 、裁判官、笑 う者、泣 く者、白痴 、未 開人 、

等 々一切の人間につ いて、

彼 らは今 は平 等になった と私は誓つて い う一一 何 人 も他 の者に勝 ることが

な い 、

　

夜 と眠 りとが彼 らを同一 にし彼 らを回復 したのだ。

一切が平等化 され る世界は争 いな き世界 と見 られて、 「平 和は常に美 しい、
フ

天界の神話は平和 と夜を示 してい る」 と夜は平和に縁づけ られている。回復力

については更に、

腫れたもの も痙攣 した もの も欝血 した もの も元気になつて目覚める、
さ

彼 らは夜の補強作用、夜の化学作用を うけて目覚める、

と歌つて夜の強壮化の能力を讃 える。

このような働を もつ夜への自己の特殊な愛着を次 の如 く表わす、

私 もまた夜を通つて来ているものだ
　

おお夜よ、私は暫 く離れているが又御身に立ち帰 り御身を愛する。

この愛は抱擁力を有す る母への愛であつて、 同節最 終 行 に於 て夜 はOmy

mo七herと 呼びかけ られ、母=夜 のイメヂが確認せ られてい る。

どうして私が御身に身を任せ ることを怖れよ う、

私は怖れない、私は御身によつて立派に育て られたのだ、

私は豊かに駆 る真昼を愛す る、 しかし私が永 く身を横 えていた彼女を棄て

ぬ 、

私 が ど う し て 御 身 か ら来 た か は 判 ら な い 、 ま た ど こへ 御 身 と 行 く の か も判

5.TheSleeperg,§1.

6.Tbid,§7.

7.Ibid.

8.Tbid.§8.

9.Ibid.
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らないが 、立派 にやつて来た こと、 そ して これか らも立派に行 くことは

判 つてい る。

私 は夜 と暫 くの間 とどま り、朝 早 く起 きる、

私は 日中を正 しく過す、おお我が母 よ、そ して御身 の許へ 間違いな く帰 る。

初版か ら無題で表 れていて後tCChildrenofAdam詩 群 に収 め られ た作品

にISingtheBodyElectricが あ る。 これ は そ のsonsualityの 大 胆 な表

現 に よつ て 、彼 の詩 を特 異 の ものた らしめた主要因 の一 であ るが、この九節164

行 か らな る詩 の中 に夜 とい う語が 只一語だ けあ る。 そしてその語が古今 の英文
エむ

学 上 最 も麗 わ し い と も評 せ られ る 性 の イ メ ヂ ャリィを 荷 う役 目 を 負 わ せ ら れ て い

る 。

Bridogroomnigh七 〇floveworkingsurelyandsof七lyinto七he

prostra七edawn,

Undula七illgin七 〇 七hewillingandyieldingday,

ユロ
Lostin七hecleaveof七heclaspingandsweetflesh'dday.

勿 論 こ こで は 日夜 が 通 俗 に 考 え られ る性 別 と所 を換 え て い る が 、 兎 に 角 、 初

期 に 当 つ て は 夜 が 性 とか 抱 擁 とか を 通 して 生 に縁 づ け られ て い る こ とが 窺 え る

で あ ろ う。

夜 に 死 の 影 が 添 え られ た の はOutoftheCradleEndlesslyRocleing,

(1859)に 初 ま る。 ホ イ ッ トマ ン の詩 の 中 で 最 も美 し い もの の 一 と し て知 られ て

い る この 「揺 り藍 」 の 歌 の 死 の悟 りは 、 夜 の 海 辺 で 得 られ た こ と に な つ て い

る。 「お お 、 私 に 手 が か りを与 え よ 、(そ れ は 夜 間 、 ど こ か この 辺 りに 潜 ん て

い る、)」 と海 へ の 呼 び か け に対 し、

そ れ に 答 え て 海 は 、

た め らわ ず 、 あ わ て ず 、

夜 通 し私 に 唖 い た 、 そ し て 夜 明 け 前 に 極 くは つ き り と、

10.H.S.Canby,oP.cit.,P.192.

ll.13ing・tんe石rodyElectric,§5.
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低 く楽 しい 言葉 、死 と私 に囁 い た 、

そ して又 も死、死 、死、死 と。

この歌は彼 の少年時代 の回想の歌 とい うことになつている。 曽てポゥマノク

で ライ ラックの匂 う五月 の頃、 海辺 の野茨に アラバマか ら飛んで来 た一番の小

鳥がおつた。 やがて巣 には淡緑色 の卵が四つ見 えた。雄鳥は毎 日楽 しげに巣 の

廻 りを飛 び廻 り、 雌鳥 は巣 を守つていた。彼 は邪 魔にな らぬよ うに毎 日見に行

っ た。 所 が或 日雌鳥が ど うした ことか見 えな くなつていた。殺 されたのか、 ど

うしたのか雄 鳥に も判 らぬ。 次 の日 も次 の 日も帰 らなかつた。それか らは夏 の

間ずつ と昼夜をわかたず、 雄 鳥は狂気のよ うに妻 を求 めて野茨の上や波の上 を

飛 び廻つていた。

「吹けよ、吹け、吹け、

海風 よ吹 きあげよ、ポウマ ノクの岸辺 に沿 うて、

私は待 と う、お前が私の妻 を私の許へ吹 き返 すまで、私 は待 と う。」

「宥めよ、宥め よ、宥めよ、

一一つ の波に続 いて後か らの波が宥めてゆ く、

そのまた後か ら他 の波が寄 りそいかい抱いてゆ く、

だが私の愛す る ものは私 を宥めて くれ ない 、 この私を。.

月 が 空 低 くか か つ て い る、 晩 く昇 つ た月 が 、

そ れ は た め らつ て い る 一一 一あ あ、 きつ と月 も愛 に 、 愛 に 、 悩 ん で い るの だ

ろ う。

お お、狂 わしげに海 は岸辺 にお しよせ る、

i愛を こめ 、愛 を こめて。

お お 、夜 よ、あの磯 波の間に羽搏 くものはわが妻ではないか 、

あの白波に 見える小 さな黒 い ものは何だろ う。

声 高 く、 声 高 く、 声 高 く、
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声 高 く私 は お前 に呼びかけ る、私 の愛す る ものよ。」

星空 の下 に夜 もすが ら、 海 こけの絡 みついた杭の先に とまつて叫ぶ雄鳥の腸

を断つ歌声 を、 物影 に身をよせ なが ら少 年 は い つ ま で もいつまで も聴いてい

た。 こ うして歌の心 を解いた。 夜風 は強 ま り波は怒 る。 こ うした中に聞いた詠

歎の曲は子供の魂 を捉 えた。 何故 とも知 らぬ涙が頬 を流れ落ちた。永 く心 の中

に閉 ざされていた愛が堰 を切 つて溢れ出 したのである。 子供は こ うして舌 の使

用に 目覚 め自分は何 のために存在す るか を知 つた。 愛 を歌つた無数の過去の詩

人た ち とは異つ た立場 か ら、愛 の歌を うたお う、満 され ぬ愛の叫びを私 の裡か

ら失 わせ まい と誓 つた。それは死 と連 る愛 の悟 りであ り、humanis七 と して の

詩入 の 目覚 めで あ るが 、 この よ うに して ホィ 。トマ ンが死 と愛 の悟 りを得 た

背景が夜で ある。r揺 り藍 」 の 歌 と 並 ん で 傑 作 に 数 え られ るものにWhen

LilacLastintheDooryardBloom'dと い う リンカ ン追悼 賦が あ る。 年

毎 に立 ち還 る春が三つの ものを私に齎す、 咲 き出で る多年性の ラィラ 。クと、

西方 に沈 む星 と、 そ して私 の愛す る彼 の思 出を、 と歌 い出す。それは晩咲 きの

ライラ ックが庭 さきに匂 う頃、 大い なる星が西の空に姿 を消 した悲 しみの思い

出で ある。 戸毎 の弔旗に合衆国の全土 は叢雲に掩 われた。星 を隠 した闇、夜 の

濃 い影斗 思いに沈んだ涙の夜で あつた。私は死 の現実の認証 と死の想念 との両

者 と共 に、 ほの暗い沼地に嚇 る隠者の小鳥 を訪れ た。灰褐色 の小鳥は私達 三人

の伴侶 を享け容れて死 の讃歌 と懐 しき彼へ の一篇 の 詩 を歌 つ て 聞 かせて くれ
　

た 。 私 の魂 は小 鳥 の 歌 と 調 べ を合 せ て そ の 死 の 讃 歌 を歌 つ た 。

そ の申 で は 死 を 優 し く宥 め る もの 、 神 秘 の 母 、 強 き救 い の主 、IOvolyand

soo七hingdeath;darkmether;strongdeliveress等 と 呼 び か け て 歓 び の 夜

曲 を 捧 げ 、 広 々 と し た野 山 も、 大 空 も、 宏 大 な 物 思 わ し げ な 夜 も、 あ な た忙 相

応 し い と歌 つ て い る。

この 「ラ イ ラ ッ ク」 の詩 は16節 か らな るの で あ るが そ の 申 に はnigh七 と い う

語 が27例 あ り、 最 も多 い の は 第8節 で 殆 ん ど各 行 に 用 い て い る。

12.彫7henLilacLαstintheDoorγ αrdBloom,d,§14.
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お お 、空 ゆ く西 の 星 よ 、

私 が 歩 き廻 つてか ら一月 した、 今 御 身 の意 味 し たに違 いない ものが解つ

た、

澄んだ影 さす夜 を無言で私が歩いた時、

夜毎私に傾 いて何 か言 いたげに見 えた時、

御身が私の傍 にで も来 るよ うに低 く降つた時、(そ の時他 の星 が 皆 そ れ を

眺 めて い た、)

厳 か な夜 を私 達 が一 緒 に さま よつ た時、(何 故 か 眠 れ ぬ ものが あつ たの だ

が 、)

夜 が 更 け て西 の端 に悲 しみ に充 ちた御 身を私が見 た時、

涼 しく冴 えた夜、そよ風 うけて丘 に立つた時、

御 身が通 り過 ぎて夜 の暗闇に消 え去つ た所 を見守つた時、

私 の魂が解けぬ悩みに打沈 む時、そ こに悲 しげな星 の御 身が、

つ とめ終 えて夜 の中 に降 り姿 を消 した御身 の意味が解つたのだ。

彼が最後 の節で、 シムボ リカル な星や小鳥や ライラ ックの香 の絡みついた彼

の魂 の頒歌 を歌い あげ るのに、 すべての夜 の申か ら収 めた ものはみな取つて置

こ う、

　う
Ye七eaGh七 〇keApandall,re七rievemen七sou土ofthenight,

と 言 うて い る所 か ら見て もζ の 詩 が 夜 を離 れ て はな り立 たぬ ことは明かで あ

る。併 し夜 は暗の外 に秘密 の意 を もつてい るので、 上記 の背景 も陰惨破滅 等否

定的精神 よ りも寧 ろその神秘性を主 として い ると見 るべ きであ る。 死 の讃歌中

のdarkmotherのdarkも 神 秘 な る の 意 味 に と るべ きで あ る。なおその死 は

前述 の如 く、和 ぎ鎮 め るsoo七hingdea七hで あつ て、例 えば戦 死者 につ いて も

「彼 ら死者 は安 らか に瞑 目していた、彼 らは苦 しまなかつた、生 きてい る者が
コく

残 つて苦 しんだ 、」 に見 られ る死で あ る。 この死 と夜 の関係 を姉妹 と見て次 の

如 く歌つてい る場合 もある。

13.1biaり §16.

14.∫ ゐid.,§15.
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Beau七iful七ha七w,arandalli七sdeedsofcarnagemus七ill七imebo

u七七erlylos七,

Tha七thehandsof七hesistersDeathandNightincessan七lysof七ly

ヱヨ
washagain,andeveragain,七hissoil,dworld;

1871年 の 作 にOnthe.BeachatNightが あ るが 、 この 辺 りか ら、 夜 一 星

一 魂 の 関 係 が 繁 くな つ て 、 星 よ り も不 滅 な 魂 の 教 説 が 夜 を 背 景 と し て 展 開 さ れ

る。 死 も生 命 の 一 位 相 と して や が て 新 た な生 に 替 る一 階 梯 で あ り、 安 ん じ て 容

け 入 れ られ る もの と考 え られ る。 海 の イ メ ヂ の項 に 於 て も述 べ た よ うに 、

睡 眠 や 夜 や 死 そ の もの か ら さ え も、
18

不滅 の誕生 の韻律が織 り出 され る。

今 は生へ甦 る死 との信 念に安ん じて死 を見てい るのであ る。 この死 に連 る夜

も全 じ考 えで見 られてい る。 このよ うな安 らか さに達 した老令 こそ真に静かに

もの を考 え、深 く事の理 を究め る絶好 の時で あるとして、 老令 と夜 と魂 の交渉

が強 ま る。
17

Thisis七hyh`)11rOSou1,七hyfreefligh七in七 〇 七hewordless,

い ま こそ 霊魂 に とつ て言 葉 な き世界へ 自由に飛翔すべ き時であ ると歌 う。

Youth,Day,OldAgeandNight(1881)で は 、濃 刺 た る青 春 は優 雅 と

力 と魅 力 に充 ちてい るが、 その後 に全じ く優 雅 と力 と魅 力 を もつて老令が来

る。それは

赫 々として素晴 しい臼昼一 巨大 な太陽 と活動 と大望 と笑いの 白昼 、

夜がす ぐその後 につづ く、幾百万 の恒星 と睡眠 と回復 の闇を伴つて、

と歌つて、 老令を夜 にた とえてい る。そ こで は依然、夜 の回復力が讃 え られて

い るよ うであ るが、力点 は幾百万 の恒星mi11ionsofsunsを 伴 うこ とに あ る。

前 掲 ・4CearMidnightに 於 け ると同様 、書 籍 や過 去 の芸 術 に囚われ ぬ心 の

ままな る魂 の活 躍の時 を夜 と見 てい るので ある。 更 に この考 えを次の!88年 作

15.Reconciliαtion.

16.And]retNotYouAlone.

17.ACIearMiani8ht.
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の詩 が 明 らか にす る。 篭

日申 の眩 しさが去 つた後 に、

ただ 暗い暗い夜が私 の眼に星 を示す 。

荘厳 なオル ガ ンや合唱や見事 な楽 隊の後に、
　

私の魂を横切 る沈黙が真の交響楽を奏で る。

自然の理法、人生の奥義を悟 るには、老令に埃たなければな らぬとい う趣が

示されている。

以上は夜が初めは女や母 と見 られて生殖力に縁づけられ、 次には死と結 ばれ

て、その鎮静力が買われ、最後には老令 と比べ られてその静思冥想の時、即 ち

達観、洞察力が崇ばれている。生 と死、 そしてその統一とい う弁証法的な辿 り

方はここに も見出され る。何れの場合 もこれ らの夜のイメヂは肯定的な立場に

あるが、通俗にい う夜の闇、光明のない闇の如 き否定的な例 も乏しいなが ら全

然ないわけではない。

(若 し私達が亡びたとした ら、それは他の勝利者が亡ぼしたのではなし＼
　

私達 自身で永劫の夜に降つてゆくのだ、私達自身の故だ。)

と夜は滅亡を表 わし、

夜か ら陰欝な想念か ら抜け出でて御身の ことを思い
20

御身、和合の聯邦 を切 に思 う、・…・・

では夜は陰気な ものとされ、

太 陽はいま沈んで強 い光は追 い散 らされた 一一(私 もやが て 追 い散 らされ

て消 え さ るだ ろ う、)
　ユ

舘 浬 藁 一 憩 い と夜 一 亡 却 。

と珍 ら し く も気 の 沈 ん だ 己 れ の 姿 を 画 い て 、 夜 は 埋 滅 亡 却 の 淵 と なつ て い る

が 、 これ は病 後 の 而 も老 令 の 作(1887年68才)の 作 で 、 病 勢 の 一 進 一 退 の 影 響

を表 わ す と も見 られ る 。 全 じ年 に 次 の 如 き不 屈 の 意 気 を示 して い る点 を考 え合

18.AftertheDazzleofDay.

19.BγBlueOntαrio'sShore,§2.

20.ManderingatMorn.

21.Ttuilight.
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せ る要があろ う。

常に屈せず、断乎 として斗 う人間の魂。

(先 の部隊は敗退したのか、それでは私達は新たな部隊を派遣す る一 そ
　ヨ

して さ らに新手 をば。)

(四)草 の イ メ ヂ

「草の葉 」とい う詩集 の名が象徴的 にホイ ットマンの詩想 を表 わすで あろ う

とは、容易 に想像 出来 ることで あるか ら、 草が ホイ ッ トマ ン自身を指す とい う

こと も直 ちに推量出来 る問題 で ある。 この推量の正 しい ことは既 に前稿 「自己
ユ

の イメヂ 」の中で触れた通 りで ある。「自己 の歌」第一節 の申でただ一つ現れ る

自然物 は、彼がそれ を眺めてぶ らつ くとい う一本 の夏草(aspearofsunnler

grass)で あ り、52節 に及 ぶ この長 詩 の最後 に現 われ る自然物 も全 じ く草で あつ

て、 「私 の愛す る草か ら再び生 え出るよ うにと私 自身 を土 に遺贈す る、/若 し

君 が ま た私 に会 い たい な らば君の靴底 の下 に私を探 すが よい。」と歌 う。 このよ

うな草へ の深 い関心、 否愛着 は どこか ら生れているので あろ うか。

「自己 の歌 」第5節 に 、 草 に 臥 して己 れの魂 の さ さや きに耳傾 けて忽然神 の

霊 との連 り、生命 の神秘 、萬有 の根 源 としての愛 を感ず る くだ りがあ る。 悟 り

開 けた眼 に最初に写つ た ものが身近の草で あつて、 野辺 には草の葉 限 りな く、

葉蔭 にか くれ る蟻 な どに も限 りな き生命 のゆ き渡つてい ることに気付 く。 この

草への関心 は直ちに次 の第6節 に於 て 、 草 とは何 か と幼 な子 をして問は しめ る

形 で 自問 自答 してい る。

一人の子供が両手 に一 ぱい草 を もつて 「草つて何 なの 」 と私 にたつ ねた。

ど うして私がその子 に答え られ よ う。 私 も全 じ く何だか解 らないのだ。

私は思 う、それは私の気質の旗印で、 明るい緑の糸で織 られた ものに違い

ない。

22.Life.

1.小 樽 商 大 「人 文 研 究 」 第10輯P.82.
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そ れ と も、 そ れ は神 の ハ ンカチ か もしれない、

わ ざ と落 した香 りよい贈 りもの、記念 の品だろ う、 ノ

そ して どこか片 隅に持ち主 の名がつ いてい るのだ 、誰 れの ものか私達が見

てす ぐ判 るよ うに。

それ とも、草その ものが子供なのだ、植物界の産んだ赤ん坊なのだろ う。

それ と も、それ は普通 の象形丈字か もしれ ない、

そ れは広 い地域 に も狭 い地 域に も等 しく生 え、

白人 の間 と全様 、黒人 の間に も繁 り、カナダ人、 ヴァ・一ジニャ人、 代議 士、

黒奴 のいつれ に も等 し く、私はそれ を与 え、 また彼 らか らそれを受け る

か らだ 。

そ して又それは美 しい未だ刈 られぬ墓場の髪のよ うに思われ る。

澆 やか な草 よ、私はや さしくお前 に触れてみ よ う、

お前は若い人 々の胸か ら萌 え出た ものか も知 れない、

若 し彼 らを知 つていたな ら、私は彼 らを愛 したで あろ う、

お前 は老人か らか、或 は母の膝か らい ち早 く奪い去 られた嬰児か ら、生 え

出た ものか もしれぬ、

そ して ここにお前 は母 の膝 となつてい る。

この草は老いた母の白髪頭か らにしては余 りに黒い、

老人の色あせた髭よ りも色が濃い、

薄赤い口蓋の下か らにしては黒す ぎる。

ああ、私は結局、語 られ る多 くの言葉 を認 める、

そ して それ らが 口蓋か ら無意味 に出 され るものではない と認 め る。
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私は天折 した男女について何か暗示 を解 くことが出来ればよい と思 う、

＼そして老人や母親たちや
、 その膝か らいち早 く奪い去 られた嬰児たちにつ

いての暗示を。

若者 や老人た ちは ど うなつ たと思 うか、

また女や子供 たちは ど うなつた と思 うか。

彼 らは どこかに生 きて元気で い る、

極 く小 きい芽生 えで も 真の死 はない ことを示す 、

そ して若 しあるとしたな らば、それは生命 を押 し進め るので、 それを捉 え

よ うと終点で待つてい るので はない、

そ して死 の瞬間に生 が現 れ る。

一切 は上へ、前へ と進み、何一つ くつれ去 るものはない、

そして死 ぬ ことは人が想像 してい るの とは違 い、 よ り仕 合 せ な こ となの

だ。

要す るに草 はホィ 。トマ ンの抱 く汎 神論的傾向 を象徴 してい るので あつ て、

それは普遍 の生命 であ りそ こには真の死滅 がない。 このよ うな意義 を有つ もの

と見れば、卑小 な りと錐 もその存在 の神秘な る こと、
ヨ

ー片 の草の葉 も星辰の運行に劣 る もので はない、

ので あつて、凡 そ自然 に存在す る もので あつて尊厳 でない ものはな く、蟻 も完

壁、一粒 の砂 も完全 とい うことになる。 そ して卑 近 な草 も星 と全様 、天地 自然

の理 を悟 る手 掛 りとな る。

諸 々の天体 よ一 おお、墓場 の草 よ一一一おお不断 の転移 と向上 よ、

若 し御 身たちが何事 も語 らなか つたな らば、 ど うして私が何事かを語 るこ
ヨ

と が 出 来 よ う。

2.Songo」fmyself,§31.

3.Ibid.,§49.
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前 に もそ の例 が 出て い るが 、 彼 は好んで墓場 の草 とい う表現 を用 い る。死即

生 の関係を草を以て象徴 させ よ うとしてい るので ある。 またその死 が諸 々の悪

の結果であ るとして も、新 な る生 は善 として甦 る。

その草の穂 とい う穂は、恐 らく曽ては伝染 性疾病で あつた ものか ら生 い立る
つ て 来 た ものだ ろ う。'

と善 悪 共 に 糧 と して 「草 の葉 」 とい う健 全 な 自己 の詩 想 が 生 れ 出 て い る趣 を 暗

示 す る。'

草 の葉 限 りな し とい う観 念 は 、 た だ に縦 に永 遠 の生 命 を表 わ す 許 りで な く、

横 に 無 限 の 普 遍 性 を表 わす 。

Thisis七hegrasstha七growswherever七helandisand七hewa七er

ら

is,

これ は土地 あ る所 、水 あ る所 、 ど こに も生 える草で あつて、地球 をつつ む空気

と等 しく遍在す る。

草の永遠性 、普遍性 の本質 の上 に、 外観上の素朴 さを彼が賞 して い るこ とはお
彼 自 らの表 現 に つ い て 、 草 の よ うに 素 朴 な言 葉(wordssimpleasgrass)と

評 し て い る こ とか ら も判 る 。

次 にCalamusの 詩 群 が 友 情(時 に 同性 愛 と も解 きれ て い る)を 扱 つ て い る

所 か ら、 カ ラ マ スが 友 愛 の 象 徴 と し て 用 い られ て い る こ とは 、Andthis,〇

七hisshaUhenceforthbethe七 〇kenofcomrades,七hiscalamus-roo七

フ
sha11,と い う句 か ら も明 か で あ る が 、 そ の カ ラ マ ス が 七hewildflag,with

ご

i七sstiffphallicleavesandphalliG-shapedrootで あ る とす る と、 彼 の 一・

般 の 草 の イ メ ヂ と は 同 一一に 論 ず る こ と が 出 来 な い 、 併 し草 の群 に 友 愛 を 感 じ て

い る事 は 次 の通 りで あ る。

草 原 の 草 を 踏 み 分 け て 、 そ の特 殊 の 匂 を 吸 い な が ら 、

4.TんisCompost.

5。Songo」 ヂMorself,§17.

6.7ろid.,§39.

7These1SinginginS」prin9.

8・H・S・Canby,oP.cit,.P.182.
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私 はそ れ に霊 的 な類似を求 め る、
　

人 間の最 も豊か な親密 な友情 を求 め る。

彼 は この草原 か ら言語、行動 、存在 の葉片が発生 す ることを求 め る、 アメ リ

カの大草原が育 む粗野 な併 し不敵 な精神、 清新濃刺 たる内陸 の大地 か ら生れた

情熱 の発露 を求 めている。

以上 のよ うな草 の もつ諸性質 を兼 ね備 えた ものが 自分 であるとして、 ホイ ッ

トマンは 自己 を草 にたとえてい るので あ る。従 つ て彼 の詩 篇 た る 「草 の葉 」

は、永 遠性 、普遍性 、卑近性 に、友愛、素朴、剛健 等の特性 を合せ た ものを象

徴す る標題 を戴 いてい るので あつて、 彼 の思想 と詩観を この一つ の 七i七1eに籠

め させ てい る。彼 が 生涯 の 隠れ簑 として愛用 したの もことわ りで ある。

このtitleが 初 版 に用 い られて か らは、 当然 の ことなが ら単 にLeavesと 言

え ば、 この詩集 或 は彼 の詩 篇 を表 わす場合が 多い。

わが胸 のか お りよ き草 よ、

お前か らの葉 を集 め、後 の 日によ く読まれ るよ うに、私は書 き記す、

私を超 え、死 を超 えて、伸 びゆ く墓場 の詩 、肉体 の詩 を、

多年性 の根 、丈高 き葉 、おお、冬 もや さし き葉 のお前 を凍 らせまい、

年毎にお前 は隠れ家か らまた現 れて、再び花 をつけ るだろ う。

通 りすが りの多 くの人が、 お前 を見付 けてそ のかすかな匂 を嗅 ぐか ど うか

は分 らぬが 、少 しはある と信 ず る。

おお、華奢な葉 よ、 おお私 の血 の華 よ、お前 の包 むそ の胸 を思 うが ままに
　

語 る こ と を 許 そ う。

に 於 て 葉 及 詩 の訳 語 を 当 て た 箇 所 は 凡 てleavesで あ る。 ま た 次 の 諸 作 で も

Ieaves=poemsが 明 か に さ れ て い る。

Here七hefrailestIeavesofmeandyetmystronges七1as七ing,

HereIshadeandhidemy七houghts,Imyselfdollo七expose

9.Tん θPrαirie一 σrα55Dividing・.

10.ScentedHerbαgeげ1吻Brε α5`.
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them,

エ　
Audye七 七heyexposememore七hanallmyo七herpoems.

Thitherwealso,Iwi七hmyleavesandsongS,七rustfu1,admira,nt,

Asafa七hertohisfa七hergoing七akeshischildrenalongwi七h

コ　

him.

ロ
IrememberIsaidbeforemyleavesspranga七all,

Iwouldraisemyvoicejocunda,nds七rongwi七hreferenceto

コお
consumma七ion.

「草 の葉 」全 篇 の 中 でleavesと い う語 は52例 あ るが 、 そ の うち 実 際 の 木 の

葉 が16例 、 草 の葉 が20例 、 「草 の葉 」 の詩 篇 が16例 と な つ て い る。Leavesof

Grassと い う連 りは 七i七leだ け で あつ て 、aleafofgrassが 一一度 表 わ れ るが

実 際 の 草 の 葉 で あ る 。 詩 の意 味 で は 常 に た だ1eavesだ け を用 い て い るが 、 更

に そ の 例 を 一 二 加 え よ う。' ユる
TakemyleavesAmerica,七ake七hemSou七h,and七ake七hemNo此h.

ヱうコ
Youlingeringsparseleavesofmoonwin七er-nearingboughs,

単 数 のleafは9例 あ つ て そ の う ち詩 の 意 味 に 用 い られ て い る も の が3例 あ

る 。

Bearfor七hto七hemfoldedlllylove,(dearmariners,foryouIお
folditliereineveryleaf;)

Ofriend,whoe,eryouare,atlas七arrivinghither七 〇commence,

U.HeretheFrailestLeavesofMe.

12.Savantism.

13.SoLong!

14.StartingfromPaumanok,§4.

15.YOuLingeringSpαrseLeavesofMe.

ユ6.InCαbin,d・ShiP5αtSea.'、

⊃

藍
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Ifee1七hrougheveryleaf七hepressureofyourha,nd,whichI

コア

re七urn,

Aleafforhandinhand, 　
Younaturalpersonsolda・ndyoung!

最 後 に 実 際 の 草 に つ い て 一 言 し よ う。 草 に 埋 もれ た 小 径 を歩 み 、 或 は 豊 か な

草 の 褥 に 臥 し て 思 に ふ け つ た 等 の 句 が 随 所 に あ るの で 、 格 別 の 意 味 を もた せ な

い 自然 の 草 も屡 々表 わ れ る 。 そ の 場 合 は 多 く草 地 の 意 でthegrassと な つ て

い る。 前 述 のaleafofgrassと い う表 現 に つ い て は 難 が あつ て ・■spearof

grass叉 はa .bladeofgrassと な す べ きだ との 説 も あ るが 、 これ に対 して は

ホ イ ッ トマ ン 自 らaIeafofgrassも 決 して 不 当 で は な い と力 説 して い る よ う

で あ る。 た しか にspearやbladeは 例 え ば禾 本 科 な どの 場 合 は 相 応 しい が 、

ク ロバ ー の葉 に は 不 適 当 で あ ろ う。 葉 の 意 味 のspearは4例 、b⊥adesは3例

で うちblades=詩 が2例 あ る。(blade二 例 あ る も烈 の 意)。

自然 の 草 に つ い て は 香 りと永 遠 性 が 好 ま れ て い る 。
19

地表 と草の目に見 えぬ精 と香 との申 に、

　ゆ

私 は草の香 を嗅 ぐ、湿つぽい空気 とバ ラの匂 とを、

等で も、草だ けが対象 になつてい るのではないが、 その香の申 に何か隠微 な予

言的意図 を もつ 自然物の一 として考 え られてい る。

草の香 こめたそよ風の わた る健 康な高地 、
　　

そして緑の草、年毎に甦 る美妙な奇蹟、

では香 りと永遠性が結ばれる。草 の永 遠 性 は天地 自然の悠久なると変 りがな

い 。

17.Smαllホ んθTんemeo∫1吻Chan彦.

18.ALθ α∫ ∫・rHand加Hαnd.

19.Pensiveon正 τerDeadCazing.

20.TheMysticTrumpeter,§3.

21.Tゐ θReturno!thelleroes.
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永 い永 い 間 、 草 は生 い 茂 り、

永 い 永 い 間 、 雨 は 降 りそ そ ぎ 、
　

永 い永い間、地球 は回転 をつづけて来た。

ホィ 。トマンの晩年 になるとこの永遠性 も生命復活の面が強調せ られ るよ う

になる。即 ち永遠 にたち返 る春の しるしの一つ として見 る場合 が多い。

洋 々たるポ トマ ックの岸辺、又 も聞 く昔の言葉 、

また も見 る不死 の草、 静かに柔かな緑 の草、おお、春の 日よ、君の ものを

与 えよ、 この本 を閉 じる前にその頁に挾 めるよ うに、'

　

お お 、 不 死 の 草 よ 、 君 の もの を 与 え よ 。

春 と共 に た ち 返 る もめ は 勿 論 草 だ け で は な い 。

如 何 な る もの も本 当 に 亡 く な る もの は な く、 亡 くな る こ と も出 来 な い 、

凍 つ た 土 に も常 に春 の 目に 見 え ぬ 法 則 が 立 ち 返 る、

草 や 花 や 夏 の 果 物 や穀 物 を伴 つ て 、

.とContinuitiesで 歌 つ て い る 。 尤 も こ の 詩 に はFroma七alkIhadla七ely

withaGermanspiri七ualis七 と註 して あ るが 、 ホ イ 。 トマ ン 自 身 の 考 え と全

く同 一 で あ る。 そ れ は こ の 詩 と 全 じ1888年 に 出 て い るSoonSha〃the

Winte〆sFoilBeHereに 次 の 如 く歌 つ て い る こ とか ら明 か で あ る 。

や が て 冬 の 退 く 日が 此 処 に来 るだ ろ う、

や が て この 氷 の 束 縛 が 施 み 解 け るだ ろ う、… …

・… 曹・君 は 大 地 の 素 朴 な 展 示
、 微 妙 な 奇 蹟 を 感 知 す るだ ろ う、

た ん ぽ ぽ 、 ク ロバ ー 、 エ メ ラル ドの 草 、 早 春 の 香 りと花 を 。

全 じ く自然 の 草 を愛 す るに して も初 期 の頃 は 人 な つ こい 性 格 の 芽 生 え を 、 朝

22.Songo」 プtheExposi`ion,§1.

23・BγBroαdPotomac,5Shore・
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の若草の芽 ぐむに同じと見、或は大草原を蔽つて茂 る春の草を讃 えるなど、生

成発展の勢に係つてい るが晩年の作になると上述の如 く、 その多年性とか・死 ,

生の繰返 しによる永遠性等に関心が注がれている。彼の他の諸 イ.メヂの辿 り方

と歩調を一にしていることが解る。

i
郵

24.30処80∫ 虚ゐeOpeηRoad,§8.(1856).

25.丁 乃;isCom」 ρ05t,§2。(1856).




